
校長 門脇 伸 児童数129名 (R6.5.1現在)

松島町立松島第二小学校

〒981-0215

松島町高城字反町五14番地

TEL（022）354-2456

FAX（022）353-2935

開校記念日：5月1日

１ 学区、学校の概要

学区は、松島町の中央部に位置し、広さは町の7割に及ぶ。また、国道45号、346号、三陸自動車

道、そしてJR東北本線、JR仙石線が走り、交通の要衝を占めている。

学区内は、自然環境に恵まれ、学校南側の田中川では生物の観察ができるなど、児童が自然に触

れ合える学習素材も豊富である。

本校は、昭和24年4月1日に旧松島小学校より分離し、松島第二小学校として創立された。また、

平成3年に現在地に新校舎が完成し、平成19年度に松島第三小学校、松島第四小学校と統合を行い、

現在に至る。広い多目的ホールやプレイルームもあり、全校児童から小集団まで多様な学習形態に

対応した展開が可能である。

令和６年度は、「主体的・対話的で深い学び」の視点から、子供が主役の授業を念頭に授業改善

に努めるとともに、ICTを積極的に活用し、学力向上に努める。また、発達障害や愛着障害の児童の

学びや成長のために「通級指導教室」の環境を整備し、保護者と一層の連携を図りながら個に応じ

た指導を充実させる。

２ 学校経営の概要

(1) 基本方針

日本国憲法、教育基本法他関係法規並びに第2期宮城県教育振興基本計画、仙台教育事務所管内生

涯学習推進の基本方針、松島町教育方針に則り、児童や地域の実態に応じた教育課題を的確に捉え、

以下の基本方針で学校経営にあたる。

未来社会を切り拓き、心身共に健康で夢に向かってたくましく成長する子供たちを育成するとと

もに、平和で民主的な社会を創造するために必要な資質の養成を目指した教育活動を展開する。

(2) 教育目標

社会の一員としての自覚を持ち、自ら学び、思いやりがあり、健康で人間性豊かな児童の育成

◎目指す児童の姿

○かしこく（自学）

進んで学習し、自分の考えを持ち、表現できる子供

○やさしく（共生）

思いやりがあり、助け合いができる子供

○たくましく（健康）

最後まで粘り強く、健康な体と心をつくる子供



(3) 学校経営の重点

① 確かな学力の育成

○ ｢主体的・対話的で深い学び」の視点からの子供が主役となる授業改善と個々の授業力

向上

○ 情報活用能力の育成とＩＣＴの積極的で効果的な活用

○ 通級指導及び複数指導体制によるきめ細かな個別支援体制づくり

○ 地域教育資源及び外部講師等の積極的活用、一部教科担任制の導入

○ 児童、家庭、学校が連携した家庭学習の習慣づくりと学習内容の充実

② 豊かな心の育成

○ 社会性や勤労観を養い、自らの未来の創造に向けて主体的な探究を促す「志教育｣の推進

○ 道徳の授業を要とした学校の教育活動全体を通した道徳教育の充実

○ いじめの未然防止、早期発見、適切な初期対応のための組織と体制づくり

○ 不登校支援の充実と新たな不登校を生まないための魅力ある学校・学級づくり

○ 各種行事、委員会活動等でのたてわり活動を生かした児童相互の関わり合いの推進

③ 健やかな体の育成

○ 進んで健康維持に努める意識及び生活習慣の形成と家庭への啓発

○ 自ら危険を予測し回避する力を育む防災安全教育

○ 学校防災体制の強化及び教職員の危機対応能力の向上、地域との連携

○ ＰＴＡによる学区内安全マップの点検及び学校見守り隊による通学路の安全確保

○ メディア依存の防止と家庭学習や読書の時間を増やす取組の充実

３ 現職教育

(1)校内研究

「ふるさとに誇りを持ち、積極的に発信する児童の育成」

～「子ども国際観光科」の授業づくりを通して～

(2)生徒指導に関する研修

○児童理解研修 ○生徒指導事例研修 ○いじめ対策・不登校支援研修

○発達障害・愛着障害研修
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